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仁
和
寺
の

済
暹
は

そ

の

著
作
『

四

種
法
身
義
』

に

お
い

て
、

空
海
の

『

弁
顕
密
二

教
論
』

と

安
然

の

『

教
時

問
答
』

に

お

け
る

法

身
説
法
説

を
比
較
し
て

い

る
。

こ

れ

ら
の

二

説
の

差
異
を

解
き

明
か

す
際

、

済
暹

は

証
文
と

し
て

様
々

な

経
論
や

註
釈
書
を

参
照
す
る

な

か
で

も
、

と

り

わ

け

『

大

乗
密

厳
経
』

（

以

下
、

『

密
厳
経
』

と

略
す
）

を

重
ん

じ

た
。

先

行
研

究
は

空

海
と

安
然
の

法
身
説
法
思
想
が

済
暹
の

法
身
観
に

影
響
を

与
え
た

こ

と
を

指

摘
し
て
い

る

が
、

こ

う
し

た

法
身
観
と

『

密
厳
経
』

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
（

1
）

の

所
説
と
の

関
連
に
つ

い

て
、

ま
だ

触
れ

て

い

な
い

。

小
稿
で

は

『

四

種
法
身
義
』

に

お
い

て
、

済
暹
が

『

密
厳
経
』

を
法
身
説
法
思
想
に
い

か

に

取
り
込
ん

だ

の

か

に

つ

い

て

考
察
し

た
い

。

　
『

四

種
法

身
義
』

の

最
初
の

問

答
に

お
い

て
、

済
遏
は

安
然
と

空

海

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
（
2

）

の

法
身
説
法
説
の

差
異
を
説
明
し
て

い

る
。

安
然
は

『

教
時
問
答
』

巻

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
（

3
）

一

に

お
い

て
、

天
台
の

仏
身
論
上
で

重
要
視
さ

れ

る

『

観
普
賢
経
』

に

従
い

、

釈
迦
如
来
と

大
日

如
来
と

が
等
し
く

、

ま
た

、

真
言
密
教
の

大

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
（

4
）

日

如
来
が

他
受
用

身
に

住
す
る
こ

と

を

説
示
し

て

い

る
。

一

方
、

空

海

は

『

弁
顕

密
二

教
論
』

巻
下
に

お
い

て
、

『

大
日

経
』

を

説
く
毘
盧
遮

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
六

十
三

巻
第
二

号
　
平
成
二

十
七

年
三

月

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
（

5）

那
と

釈
迦
牟
尼

に

つ

い

て

「

各
各
不
同

。

応
コ

当

知
ワ

之
。

」

と
い

う
主

　
　

　
　

（

6∀

張
を

し

て
い

る
。

こ

の

よ

う
に

、

空
海
と

安
然
の

法
身
説
法
説
の

差
異

が

明
ら

か

に

な

る

こ

と

に

よ
っ

て
、

『

四

種

法
身
義
』

に

お

け
る

問
題

点
が

浮
き

彫

り
に

な
る

。

す
な
わ

ち
、

済
暹
は

真
言
宗
僧
侶
と

し
て

は

空
海
の

教

説
に

準
ず
る

べ

き
で

あ
る

が
、

彼
は

安
然
に

も
多
大
な
影
響

を
受
け

て
い

る
の

で
、

ど

ち
ら

の

仏
身
論
を
採
用
す
る

か

と
い

う
問
題

が

生

じ

る
の

で

あ
る

。

具
体
的
に

は
、

大
日
如
来
の

み

が

法
身
で

あ
る

か
、

も
し

く

は

仮
の

仏
身
と

し

て

の

釈
迦
如
来
等
も

法
身
で

あ
る

か

と

い

う
疑
問

が

起
こ

る

の

で

あ
る

。

　
こ

の

問

題

に
つ

い

て
、

済
暹
は

『

密
厳
経
』

を

取
り
上

げ
て

、

言
及

し

て

い

る
。

『

密
厳

経
』

の

漢
訳
に

は

日
照
の

旧

訳
三

巻
と

不
空
の

新

　
　

　
　
　
（
7）

訳
三

巻
が

あ
る

。

空

海
は

日

本
へ

初
め

て

新
訳
を

請

来
し

た

こ

と

が

　
　

　
　
（

8）

『

御
請
来
目
録
』

に

よ

り
わ

か

る

が
、

こ

の

目

録

以

外
で

は
、

『

密
厳
経
』

に

言
及
し

て

い

な
い

。

ま
た

、

安
然
は

『

諸
阿
闍
梨
真
言
密
教
部
類
総

（
9

）

録
』

巻
上

に

お

い

て

旧
・

新
訳

を

記
し

、

更
に

『

教
時
問
答
』

と

『

菩

提
心

義
抄
』

の

中
で

両
訳
を
引

用

し
て

い

る
。

こ

れ

ら

を
踏
ま
え
た

上

八
九

一
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済
暹
の

『

四

種
法
身
義
』

に

お
け
る

法
身
説
法
論
（
マ

ク

マ

レ

ン
）

で
、

済
暹
は

『

四

種
法
身
義
』

に

お

い

て
、

「

密
厳
経
』

と

『

大
日

経
』

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　
（

10）

や

『

金

剛
頂
経
』

な

ど
の

密
教
経
典
を

関
連
づ

け
て

論
じ
て

い

る
。

す

な

わ

ち、

以

下
の

よ

う
に

不
空

訳
の

『

密
厳
経
』

巻
下

を
引
用
し

て

い

る
。

乂
密
厳

経
云、

所
説
勝

理

趣
密

厳
無
畏

法
。

彼
諸

瑜
伽

者
聞
レ

説
レ

如
レ

是
已

、

得
二

自
覚
聖

智
．

内
証

之
境

界
。

文

故

知、

此

経
至

極
義
也

。

其
義
同

二

大

日

　
　
　

　
　
　
　

　　
ロ　

経
・

金

剛
頂
経
深

旨

也
。

　

こ

れ

に

よ

れ

ば
、

『

密

厳
経
』

の

所
説
は

優
れ

て

い

る

の

で
、

行

者

が

こ

の

説
法
を

聞
け
ば

自
覚
聖

智
を

得
る

の

で

あ
り

、

「

密
厳
経
』

は

『

大
日

経
』

や
『

金
剛
頂
経
』

と

同
様
に

究
極
的

な

教

え
で

あ
る
と
い

う
。

ま
た

、

済

暹
は

密

厳
土

の

仏
に

関

す
る

問
答
に

お

い

て
、

日

照

訳
の

『

密

厳
経
』

巻
」

を
引
用
し

、

以

下
の

よ

う
に

論
じ
て

い

る
。

　

問
。

如

何
知

L
切
仏

身
及
余
「

切
法
是

法
身
之

支
分

故
名

法
身・

意
上

耶
。

　

答
。

（
中
略
）

密
厳
教
云、

仏

常
密
厳
住、

像
現
レ

従
二

其
国

項

住
レ

真
而
正
受、

　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　
ま

　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　　
ま

　

随
レ

縁
衆
像
生

。

如
下

月
在

二

虚
空

顕
川

鑑

於
諸
水
N

如
一

摩
尼
衆
顕、

色
合

　

而
明

現
」

如
来
住
二

正

定一

現
レ

影
亦
復
然

。

譬
如

形

与
レ

像
非
レ

一

亦
非
F

異
。

　

如
レ

是
勝

丈
夫

成一

諸
事
業
』

文

意
云
、

仏
実

法
身

恒
住
二

密

厳
土
』

以
二

影
像

　

仮
身［

為
二

有
縁

衆
生

以

示
「

現
影
像

之
他
受
用
・

変
化
・

等
流
身
二

言

也
。

　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
ほソ

　

猶
如
下

本
月
在
二

虚
空・

以
二

影
像［

浮
中

衆

水
中
上

也
。

此

法
・

喩
全

合
也

。

　

こ

こ

で

は
、

密
厳
土

に

住

す
る

仏
は

実
の

法
身
で

あ
り

、

衆
生

の

た

め

に

は

影
像
の

仮
の

身
と

し

て

他
受
用
身
・

変
化
身
・

等
流

身
を

現
ず

る

こ

と
を

明
ら
か

に

し

て

い

る
。

要

す
る

に
、

『

四

種
法
身
義
』

の

趣

旨
は

密
厳
土
の

仏

が

自
受
法
楽
の

中
に

説
法
す
る
こ

と

を
論
じ

、

こ

の

九
〇

実
の

法
身
が

四

種

法
身
の

中
の

自
性
・

自
受
用
身
で

あ

る

と

提
示
し

て

い

る
。

こ

の

故
に

、

済
暹
は

「

密
厳
経
』

の

教
説
が

「

至

極
の

義
」

で

あ
る

と

述
べ

て
い

る
。

し
か

し
、

注
目
す
べ

き
は

、

済

暹
が

密
厳
土
に

自
性
・

自
受
用

身
が

住
す
る

と

言
い

つ

つ

も
、

他
受

用

身
が

住
し

て
い

な
い

と

は

論
及
し

て

い

な
い

点
で

あ
る

。

そ
れ

に

関

し

て
、

次
の

問
答

を
記
し
て

い

る
。

問
。

何
故
必
以

二

此

密
厳
経一

而
了

為

至

極
義一

耶
。

答
。

此

経
是
述一一

是
真
言
宗
至
極
義一

也
。

所
以

者
何

、

示
H

現
釈
尊
方
住
二

他

授
用一

法
身
相
之

儀
式
上

而

説
二

此

経
』

其
所
説
義
理

微
極
甚
深
法
然
常
住
境

蜀
　

こ

の

答
中

に

お
い

て
、

済
暹
は

『

密
厳
経
』

が

真
言
宗
の

究
極
的
な

教
え
を

説
く

経
で

あ
り

、

衆
生

が
こ

の

教
え
を
理

解
で

き
る

よ

う
に

、

釈
迦

尊
が

他

受
用

身
に

住
し

、

法

身
の

様
相
を

示
現
し

、

『

密

厳

経
』

を

説
く
こ

と

を

論
じ

て

い

る
。

こ

の

こ

と
は

次
の

問
答
に

お
い

て
、

さ

ら

に

明
確
に

説
明
さ

れ

て

い

る
。

問
。

此

処
巾
所
レ

明

密
厳
国
土

者、

是
為
二

自
性
法
身
土

ハ

為
二

他
受
用

報

身

土一

耶
。

答
。

私
案
云、

是
他
受
用

報
身
之

変
易
土
也

。

所一一
以
知
レ

爾
者、

指
二

密
厳

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

けり

土
三
＝

口

＝

如
無
為
性
刃

又、

云
二

如
涅
槃
及
以

非
択
滅

等一

故
也

。

　

右
の

記
述

で

は
、

密

厳
国
土

は

他

受
用

身
・

報
身
の

変
易
土

で

あ
る

　

　
　
　
　

　
　
（

15
）

と

判

じ

ら

れ

て

い

る
。

こ

の

説
明

は

密
厳
土
に

住
す
る

仏
身
が

実
の

法

身
す

な

わ

ち

自
性
・

自
受
用

身
で

あ
る
と

い

う
主
張
と

矛
盾
す
る

よ

う

一 642 一
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に

見
え
る

。

し

か

し
、

既
に

挙
げ
た

「

密
厳
土

に

お
い

て

影
像
の

他
受

用
・

変
化
・

等
流
身
を
示
現
す
る
」

と
い

う
文
に

依
拠
し
て

論
ず
れ
ば

、

納
得
が
い

く
。

つ

ま

り
、

済
暹
の

密
厳
土

観
に

よ

れ

ば
、

密
厳
土

は

実

の

仏
が
自
受

法
楽
よ

り
他
受

用
身
・

報
身
と

し

て

釈
迦
を
現
じ

る

仏
土

で

あ
る

。

　
密
厳
土
は

自
性
・

自
受
用

身
の

仏
土

で

あ
る

と

と
も
に

他
受
用
身
も

住
す
る

と
い

う
説
明
は
、

安
然
の

密
厳
土

説
に

影
響
さ

れ

た

も
の

に

他

な

ら

な
い

。

安
然
の

法
身
土

説
に

つ

い

て
、

『

菩
提
心
義
抄
』

巻
三

に

お
い

て
、

以

下

の

よ

う
な

記
述
が

見
出

さ

れ

る
。

天

台

云
、

円

教

法

身

釈
迦

亦

名
二

毘

盧
遮

那
ハ

其
仏

住

処
名

常
寂

光
。

四

十
一

地
・

分
証
報
身
住
二

果
報
土
4

分
証

法
身
住
“

分
寂
光

。

此

円

教
仏

他

受
用
身

、

現一

別
教
仏一

亦
現一

十
地

能
応
・

報
身

の

此
円
教
仏
以
二

勝
応

身一

現
二

通
教

墾

以

劣
応

身
現
二

蔵
教

攣

　
こ

こ

で

言
わ

ん

と

す
る
の

は
、

天

台
円
教
に

よ

れ
ば

、

法
身
の

国
土

は

『

観
普
賢
経
』

の

所
説
の

よ

う
に

釈
迦
を

毘
盧
遮
那
と

名
付
け
て

常

寂
光
土
に

住
し

、

分

証
即
の

報
身
が

実
報
無

障
礙
土

に

住
し

、

ま
た

、

円
教
の

他
受
用
身
が

別
・

通
・

蔵
教
の

仏
身
を
顕
現
す
る

と
い

う
こ

と

で

あ
る

。

し

か

も
、

安
然

は
こ

の

円
教
の

法
身
土

説
と

密
厳
土

に
つ

い

て
、

『

教
時
問

答
』

巻
三

に

お
い

て

以

下
の

よ

う
に

述
べ

て

い

る
。

　
密
厳
経
云、

密
厳
仏
土
是
大

智
慧

。

是

大
寂
静

。

故

是
寂
光
・

実
報
二

土
。

　
今
云
二

十
方
浄
厳

此

是

十
方
浄
土

他
受
用
・

変
化
二

土
。

故
不
レ

可
下

以
二

厳

　

　
　
　

　
　
　
ロ　

　
一

字冖

相
咽

濫
密
厳
炉

済
暹
の

『

四

種
法
身
義
』

に

お
け
る

法
身
説
法
論
（
マ

ク
マ

レ

ン
）

　
こ

の

主
張
の

重
要
性
は

、

密
厳
土

に

は

法
身
が

住
す
る

常
寂

光
土
だ

け
で

は

な

く
、

報
土
も
含
ま
れ

る

こ

と
で

あ
る

。

先
行
研
究
の

指
摘

す

　
　
（

18）

る

通
り

、

安
然
は

こ

う
し

た

他
受
用
身
の

住
す
る

仏

土

を
明
瞭
に

し
て

い

な
い

と
い

う
問
題
が

あ
る

が
、

こ

の

説
は

済
暹
の

密
厳
土
観
に

影
響

を

与
え
た

と

考
え
ら

れ

る
。

前
引
し

た

「

菩
提
心
義

抄
』

の

記
述
の

よ

う
に

、

報
土

は

四

十
一

地

す
な

わ

ち
初
住
以

上

等
覚
以

下
の

報
身
仏
土

で

あ

り
、

ま

た

『

教
時

問
答
』

に
よ

れ
ば

、

こ

の

土
と

法
身
・

自
受
用

身
が

住
す
る

常

寂
光
土

で

あ
る

と

と

も
に

密
厳

仏
土

で

あ
る

。

同

様

に
、

済
暹

は

密
厳
土
の

仏
が

実
の

法

身
で

あ
り

、

そ

の

法
身
の

影
像
と

し

て

他
受
用
身
・

報
身
の

釈
迦

も

密
厳
土

に

住
し

て

『

密
厳
経
』

を

説

く
と

述
べ

て

い

る
。

要

す
る

に
、

済
暹
は

法
身
説
法
論
に
つ

い

て
、

安

然
の

著
作
に

基
い

て

釈
迦
を
大
日
と

名
づ

け
る

法
身
が

密

厳
土
に

住
す

る

と

論
じ

な

が

ら

も
、

『

弁
顕

密
二

教
論
』

の

教
説
に

従
っ

て

密
厳
土

の

中
の

他
受
用

身
・

釈
迦
の

三

身
と

、

自
受
用

身
・

大
日
の

三

身
と

が

不
同

で

あ

る

と

提
示
し

て

い

る
。

こ

の

よ

う
に

、

『

密

厳
経
』

の

所
説

に
よ
っ

て
、

安
然
の

法
身
土
説
と

空

海
の

四

種

法
身
説
と

を
融
合
さ

せ

た

の

で

あ
る

。

　
要
点
を
ま
と

め

て

お

く
。

す
な
わ

ち
、

済
暹
は

空

海
の

法
身
説
を

重

ん

じ
、

『

弁
顕
密
二

教
論
』

を
「

真
実

ノ

四

種

法
身

ノ

仏
」

の

教
説
と

書

き

記

し

て

い

る
。

言
う
ま
で

も
な
く

、

空

海
の

教
説
を
根
本
と
し
て

い

る

が
、

『

四

種
法
身
義
』

に

お
い

て

『

密
厳
経
』

を

解
釈

す
る

際
に

は
、

安
然
の

法

身
土
説
に

依
拠
す
る

こ

と

に

よ
っ

て
、

空

海
に

は

見
ら
れ

な

九
一
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済
暹
の

『
四

種
法
身
義
』

に
お

け
る

法
身
説
法
論
（
マ

ク
マ

レ

ン
）

か
っ

た

法
身
土

説
法
思

想
を

展
開
し
て

い

る

こ

と

に

注
目
す
べ

き
で

あ

る
。1

　
特
に、

金
山
穆
韶
「

大

日

経
の

教
主

に

就
い

て

（
二
）

」

（

『

密
教
研
究
』

　

四

八
、

一

九

三

三
）

、

堀
内
規
之
「

済
暹
の

法
身
観
に

つ

い

て
」

（

『

済
暹

　

教
学

の

研

究

　

　

院
政

期

真

言

密
教

の

諸

問

題

ー
』

ノ

ン

ブ

ル
、

　
二

〇

〇
九
）
、

田

戸
大

智
「

済
邉
の

教

主
義
に

つ

い

て

　

　
安
然
説
の

受

　

容
　
　
」

（

『

早
稲
田

大
学
大
学
院
文

学
研
究

科
紀
要
』

四
七

、

二

〇
〇
ゴ

ご

　

参
照

。

2
　
『

四
種
法
身
義
』

（

大
正

七

七
・

五

〇
二

頁
上
）

。

「

問
。

就
二

秘
密
曼
荼

　

羅
宗
意

判
二

仏
身

一

而
立
二

幾
法
身
義一

耶
。

答
。

略
有
二

二

義
』

一

者
凡

　

以
一
一

切

経
論
所
説
三

身
・

四

身
仏一

而

為
二

法
身
義
の

二

者
唯

以
二

法
界

　

宮
密
厳
土

中一

主

伴
互

為一

自
受
法
楽
四

種
仏

身一

為
二

真
実
四

種
法
身
仏
一

　

也。

自

余
名
為
＝

摂
末
帰
本
法
身
義一

也
。

 

靉
黙

燗

黙
竡

馥
醜
」

。

小
稿
で

　
『

四

種
法
身
義
」

を

引
用
す
る

場
合、

返

り
点
は

筆
者
に

よ

る

も
の

で

あ

　

る
。

3
　
大
正
九

二
二

九
二

頁
下

。

4
　
大

久
保
良
峻
「

五

大
院

安
然
の

法
身
説
法
思

想
」

（
『
印
度
学
仏
教
学

研

　

究
』

三

五

−
一

、

一

九
八

六
）

参
照

。

5

　
『

弘
法
大
師
全

集
』

巻
一

・

五

〇
二

頁
。

6
　
堀

内
規
之
「

済
暹
の

法
身
観
に
つ

い

て
」

参
照

。

7
　
北
尾

隆

心

「

『

大

乗
密

厳
経
』

に

つ

い

て

（
二
）

　

　

不
空
三

蔵
に

お

　

け
る

『

密
厳

経
』

　
　
」

（
『

智
山
学

報
』

三

五
、

一

九

八

六）

参
照

。

8
　
大
正
五

五

二

〇
⊥

ハ
一

頁
下

。

9
　
大
正
五

五
・

＝

二

〇

頁
下

。

10
　
済
暹

は

旧

訳
を

引
用
す

る

際
、

安
然

と

同
様
に

言
及
し

て

い

る

の

で
、

九
二

　

し
ば

し
ば

孫
引
き

し
て

い

る
と

考
え
ら

れ

る
。

11
　
大
正
七

七
・

五

〇

五

頁
下

。

不

空

訳
『

大

乗
密

厳

経
』

（
大

正
一

六
・

　

七
七

〇

頁
下

〜
七
七
一

頁
上
）

。

12
　
大
正

七

七
・

五

〇

五

頁
上

中
。

不
空

訳
『

大

乗

密

厳
経
』

（

大
正

　
一

六
・

七
四

九

頁
下
〜
七

五

〇

頁
上
）

、

ま
た

、

日

照
訳

『

大
乗
密
厳

経
』

　
（

大
正
一

六
・

七
二

五

頁
中）

。

13
　
大
正
七

七
・

五

〇
五

頁
中

。

14
　
同

右
。

15
　
変
易
土
と
は
一

般
の

分
段
的
な
三

界
六

道
の

生

死
の

場
で

あ
る

に

対
し

　

て
、

障
害
を
除
い

た

清
浄
な
国
土

で

あ
る

。

こ

の

た
め
、

『

密
厳
経
』

に

　

は
こ

の

仏

土

は
、

涅

槃
と

非
択

滅
性
の

よ

う
に
、

有
為
が

な
く

、

常
寂

　

静
の

処
で

あ
る

。

吉
蔵
撰

『

勝

鬘
宝
窟
』

（

大
正
三

七
・

五

四

頁
上
）

、

織

　

田
得

能
『

仏
教
大
辞
典
』

（
大
蔵
出
版、
一

九
七
二
）

七
七
九

頁
参
照

。

済

　

暹
は

変
易
土
の

定
義
に
つ

い

て
、

元
興
寺
願

暁
撰
『

大
乗
法

門
章
』

を

引

　

用
し
て

い

る
。

（
日
本
大
蔵
経
六
】

・

二

七

七

頁
下
〜

二

七

八

頁
上
）

。

16
　
大
正

七
五
・

五

〇

八

頁
中

。

17
　
大
正

七
五
・

四
二

七

頁
下。

18
　
大

久

保
良
峻
「

五

大

院
安
然
の

国
土

観
」

（
『

天

台
教
学
と

本
覚
思

想
』

　

法
蔵
館、

一

九
九
八
）

参
照

。

〈

キ
ー

ワ

ー

ド
〉

　

済
暹

、

『

四

種
法
身
義
』

、

密
厳
土

、

安
然

（

早
稲
田

大
学
交
換
研
究
員
）
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